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＜第 8 回 シミュレーション(2)＞ 

 

［問題 3］の補足 

画面のイメージは下のようになる。 

 

 

各列の 1行目には、以下のような記述をする。 

A列 車の場所の乱数 

B列 車の場所 

C列 解答の乱数 

D列 参加者の初めの解答 

E列 司会者の開けるドア 

F列 変更しない 

G列 変更する 

H列 当たる確率(変更なし) 

I列  当たる確率(変更あり) 

 

H列、I列はその回以前のあたりとはずれの割合を求めていく。(これが最終的に、当たる確率になる) 
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問 あるテレビのゲーム番組では、参加者は 3つのドア (左からドア A,ドア B,ドア Cとする)のいずれかを選び、

その後ろにある商品をもらうことができる。ひとつのドアの後ろには車が、残り 2つのドアの後ろにはたわしが置

いてある。

参加者がドア Aを選んだとする。このとき、ドアの後ろに何がおいてあるか知っている司会者はドア Cを開け

て参加者にこう言った「ドア Bに変えますか？」参加者はドア Bに変えたほうが良いのであろうか。

(解) 司会者は必ずたわしのドアを開けるものとする
車の場所 ドアAの後ろ X1 ドアBの後ろ X2 ドアCの後ろ X3

司会者の開けるドア ドアA Y1 ドアB Y2 ドアC Y3

とする。
P (X1|Y3)(ドアを変えない方が良い) と P (X2|Y3)(ドアを変えた方が良い) の比較となる。

車がどのドアの後ろにあるかは等確率とする。すなわち、P (X1) = P (X2) = P (X3) =
1
3

ドアAの後ろに車があるとき、司会者はドアBドアCのいずれかのドアをあける。これを等
確率で開けるものとすると

P (Y1|X1) = 0, P (Y2|X1) = P (Y3|X1) =
1

2

ドアBの後ろに車があるとき、司会者はドアCをあける。

P (Y1|X2) = P (Y2|X2) = 0, P (Y3|X2) = 1

ドアCの後ろに車があるとき、司会者はドアBをあける。

P (Y1|X3) = P (Y3|X3) = 0, P (Y2|X3) = 1

ベイズの定理を用いて P (X1|Y3) と P (X2|Y3) を計算する。

P (X1|Y3) =
P (X1)× P (Y3|X1)

P (X1)× P (Y3|X1) + P (X2)× P (Y3|X2) + P (X3)× P (Y3|X3)

=
1
3
× 1
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P (X2|Y3) =
P (X2)× P (Y3|X2)

P (X1)× P (Y3|X1) + P (X2)× P (Y3|X2) + P (X3)× P (Y3|X3)

=
1
3
× 1
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P (X1|Y3) < P (X2|Y3) となることから、参加者はドアを変えた方が良い。


